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平
成
29
年
度
は
、今
後
10
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る『
総
合
計

画
』策
定
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
節
目
の
年
で
す
。

　
そ
の
た
め
、市
民
の
安
全・安
心
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
と
い
っ
た

目
下
の
課
題
へ
の
対
応
に
加
え
、将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、当
初
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
予
算
に
つ
い
て
、重
点
施

策
や
主
な
事
業
な
ど
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
29
年
度

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
予
算

現
在
の
課
題
と
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

　
昨
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
代
表
選
手
が
数
多

く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
国
民
に
多
く

の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

深
谷
市
出
身
の
髙た

か

桑く
わ

早さ

生き

選
手
が
陸
上

３
種
目
で
好
成
績
を
残
し
、
私
た
ち
に

夢
や
希
望
、
そ
し
て
元
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
ス
ポ
ー
ツ
界

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
市
内
の
高

校
が
全
国
大
会
に
出
場
し
活
躍
す
る
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
元
気
な
深
谷
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
す
ば
ら
し
い
結
果
や
成
果

は
、日
々
の
準
備
と
努
力
の
賜
物
で
す
。

　
私
も
市
長
就
任
以
来
『
愛
す
る
深
谷

を
元
気
に
し
た
い
』
と
い
う
思
い
で
、

市
政
発
展
の
た
め
、
日
々
準
備
と
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
に
残
さ

れ
た
任
期
も
、
あ
と
１
年
足
ら
ず
と
な

り
ま
し
た
。
私
が
こ
れ
ま
で
市
政
運
営

に
注
い
で
き
た
情
熱
は
、
深
谷
市
を
良

く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
次
の
世

深
谷
の
輝
か
し
い
未
来
の
た
め
に
！
　
　
　
　
深
谷
市
長
　
小
島
　
進

代
に
引
き
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を

築
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、
市
長
就
任
か
ら
７
年
が

経
過
し
、
そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
が

整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
29
年
度
を
就

任
２
期
目
の
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
締

め
く
く
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
す
べ
く
、
自
ら
先
頭
に

立
っ
て
、
深
谷
市
の
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

い

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
深
谷
市
総
合
振
興

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
各
施
策
の

総
仕
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
次
の
新

た
な
10
年
の
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る

総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
深
谷
が
輝
か
し
い
未

来
へ
と
発
展
す
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
施
政
方
針
か
ら
抜
粋
）

こども医療費支給事業
5億3,892万円

消防分署耐震化事業
8,992万円

子どもの健やかな成長と保護者の経済的負担の軽減のた

めに、0歳から18歳年度末までの子どもを対象に、医療費

の一部負担金を助成します。

川本・藤沢・岡部・豊里分署の建

て替えを順次実施します。平成

29年度は、川本・豊里分署の用

地買収、川本・藤沢分署の建設設

計を実施します。

平成29年度 主な重点施策
予
算
総
額
８
０
２
億
６
０
０
万
３
千
円

安心して子どもを育てられる環境をつくります

安全・安心なまちづくりを進めます

4歳、5歳未就園児家庭訪問事業
83万円

4歳、5歳児のうち、未就園児の家庭を保健師や保育士など

が訪問して、養育者が子育てで孤立することがないよう、

子育ての相談を受けたり、情報提供したりします。

ふかやこども園モデル園運営事業
384万円

これまで幼稚園では行っていなかった『3歳児の受

け入れ・平日の長時間預かり・長期休業中の預かり』

に取り組み、その成果を検証して、幼児教育の振興を

図ります。

子育てで
孤立することを
防ぎたいんだ！

支給対象者を18歳まで拡大します！

3歳児受け入れ・平日長時間預かりなどを実施

子育てで孤立しないために

空き家の定期的
な状況確認が、
安全・安心なま
ちづくりを支え
ているんだね♪

分署は消防活動
の地域拠点！
安全・安心な暮
らしに欠かせな
い場所だね

空家対策事業
78万円

自治会による空き家の実

態調査に基づき、『（仮称）

空
あ き

家
や

等
と う

対策計画』を策定

し、引き続き空き家対策

を進めます。

モデル園は、みらい幼児
園おかべとおかべ幼稚園
だよ。この取り組みを検
証して、総合的な幼児教
育推進策を作るんだ！

みらい幼児園おかべ・
おかべ幼稚園

支給対象者の拡
大は、10月から
始まるよ♪
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豊かな自然と
潤いある環境を
守り育てる
まちづくり

将来を見据えた
都市経営

参画と交流による
市民が主役の
まちづくり

安心して
健康に暮らせる福祉の
まちづくり

次代を担う人と
文化を育むまちづくり

便利で機能的な
都市づくり

安全に暮らせる
まちづくり

活力とにぎわい
あふれる産業づくり

太陽光発電システムやエネファー
ムなどの設置費用を補助

地域コミュニティの拠点となる岡
部公民館を建設

1,200万円

深谷駅通り線など、地区内の主要
な道路を優先的に整備

補助対象を拡大し、自治会館の緊
急的な空調設備工事や、倒木など
を防ぐ危険木の伐採費用にも補助

ふるさと納税のお礼品と通信販売
を活用した、市の魅力発信のため
の商品開発の支援など

4億6,029万円

平成29年度  主 な 事 業 と 予 算

有害ごみの処分費用、老朽化した
資源物置場の新設など

3,730万円

『子育て世代包括支援センター』を開
設し、妊娠期から子育て期にわたり
切れ目なく支援できる体制を整備

1億1,730万円

4億3,971万円榛沢・上柴西・岡部西学童保育室の
施設整備など

6億2,763万円

1億3,439万円

農業者と連携したい商工業者など
とのネットワークづくりを推進

6,612万円

184万円

地域の防犯パトロールや子どもの
見守りを行う自治会・PTAなどの
団体活動を支援

707万円

建築士による住宅の耐震診断や、
耐震改修などの費用を補助

642万円

市内の道路橋点検および長寿命化
に向けた調査・設計、補修

3億1,815万円

平成29年度  予 算 概 要

一般会計の
概要

当初予算額

『総合振興計画後
期基本計画』の行
政分野別計画ご
とに、主な事業
を紹介します！

クラウドファンディング活用支援
や市民活動サポートセンターの運
営、市民討議会の実施支援など

226万円

昨年度と比較して4.5パーセント減少しています。主な要因は、防災行政無線の
更新終了や消防通信指令台の入れ替え完了、スマートインターチェンジ整備事
業に係る事業費の減少などによるものです。

一般会計　　459億5,249万円
特別会計　　228億4,828万5千円
企業会計　　114億   522万8千円
　総額　　　802億   600万3千円

（4.5％ 減少）
（0.9％ 増加）
（3.6％ 増加）
（1.9％ 減少）

※カッコ内の数値は
昨年度からの増減率

市民1人あたりで計算すると…

約14.6万円 約4.2万円 約2.1万円 約3.2万円 約7.8万円

市の権限で調達できる、市税をはじめとした
自主財源の比率が、昨年度（46.5％）と比べて
増加し、予算の半分を占めています。

子育て支援や、高齢者福祉、障害者福祉の充
実に使われる民生費が、予算の半分近くを占
めています。

平成29年度 まちづくりの方針と予算

ふるさと納税
運営事業

岡部公民館建
設事業

母子健康包括
支援事業

公立学童保育
室運営事業

住宅用省エネ設備
設置費補助事業

中央土地区画
整理事業

橋りょう維持
管理事業

住宅耐震化促
進事業

防犯のまちづ
くり支援事業

産業間連携支
援事業

自治会活動振
興事業

ごみ処分関係
事業

協働のまちづ
くり推進事業

市民１人あたり約32万円が使われます。
（一般会計予算を4月1日現在の人口144,425人で計算）

子育て支援、高齢者・障
害者福祉の充実など

道路や橋の整備・維持
管理など

ごみ処理、資源リサイク
ル、生活環境保全など

住民票や戸籍の交付、
防災対策など

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

子育て・福祉 道路・まちづくり ごみ処理・環境 市役所運営・防災 その他
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歳入 歳出

教育や
消防など
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依存
財源
50.0％

自主
財源
50.0％

衛生費
30億4,042万円
（6.6%）

総務費
45億5,682万円
（9.9%）

公債費
28億1,757万円
（6.1%）

土木費
60億2,828万円
（13.1%）

その他
38億7,730万円（8.4%）

民生費
210億6,801万円
（45.8%）

市債
27億2,800万円
（5.9%）

県支出金
32億291万円
（7.0%）

県支出金
32億291万円
（7.0%）

国庫支出金
73億4,061万円
（16.0%）

地方交付税
67億2,000万円
（14.6%）

地方交付税
67億2,000万円
（14.6%）

その他
29億8,823万円（6.5%）

市税
182億6,410万円
（39.7%）

財産収入・寄附金・
繰越金・諸収入
18億1,656万円（4.0%）

教育費
45億6,411万円
（9.9%）

分担金及び負担金・
使用料及び手数料・繰入金
28億9,209万円（6.3%）


